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「第二之書パンタグリュエノレ」第十六章

試訳，あるいは作品の「へそ」について

荻野安奈

マクロコスモスとミクロコスモスの照応関係を発想、の基に置く十六世紀

へ，まずは読者を誘いたい。大宇宙に対する小宇宙とは通常人体を指す

が，現実を前にすれば作品もまたひとつの小宇宙たり得る。人体にへソが

あるごとし作品にも隠れた中心が存在する，と考えてみるのも一興であ

る。近代通俗小説の，いわゆる山場は，予め望まれた中心として人工出べ

ソの観がある。小説作法に則った構成が出現する以前にも作品は存在し，

作品である限りにおいて部分と全体の聞に有機的な関係を成立きせてい

た。

中世的散文物語から近代へ，語りの技術体系が移行しつつあった十六世

紀は，自由が拘束として機能するがゆえに，自由に耐えうる才能が開花し

た時代でもあった。無からの創造は神のみに許されるとして，限りなく無

に近い地点からの出発と，文法を持たないことを文法とする作品の創造は

不可能で、はなかった。その手のテクストには生命のぬめりがあり，あらゆ

る解読格子は上滑りして，あらぬほうへと落ちていく。その意味で難解な

ケースのひとつがフランソワ・ラプレーと，これは衆目の認めるところで

あろう。

言葉の手品師ラプレーは，無から鳩を出すと見せて，少なくとも手品の

ネタに相当する素材を，隠しポケットに忍ばせていた。初期二作（「第一

之書」，「第二之書」）は騎士道物語のパロディという枠組みが設定されて

いたために，枠の無残な破壊そのものが作品たり得た。自信をつけた作者

の指遣いはますます冴え，後期の「第三之書」になると，悩める主人公の

ボヤキと哲学漫才で全編が埋まり，読者は最後のページまで自然に導かれ
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た末に，筋と内容を問われれば，自分が何を読まされたのか，首を傾げる

ことになる。

処女作には作家のあらゆる可能性が詰まっている， と言われる。加えて

手品の手順をある程度晒している，という点でも注目に値する。以下は

「第二之書パンタグリュエル物語」を取り上げ，第十六章を新たに訳す試

みである。どちらが頭か尾かわからないヌエのような作品にもへソがあ

り，へソを拡大鏡で覗けば意外や全体が見えてくる， という具合に話が進

めば，この戯文からも鳩が出たことになるだろう。

1532年秋，巨人パンタグリュエルはリヨン市立病院の医師ラプレーの手

を煩わせて産声を上げる。父の名はガルカ、、ンチュア，母パドベック。息、子

のほうが父よりも先に生まれた，という点が通常の親子とは大いに異な

る。約二年後に父が続編「第一之書」の主人公となることで，処女作であ

りながら「パンタグリュエル」は「第二之書j を冠するのである。

父に先行する息子の物語には，文字通りの先行作品があった。作者不詳

の「力、、ル方、ンチュア大年代記J は，単純な骨格に粗野な笑いの皮をかぶせ

た民衆本であるが，その商業的な成功が，自作執筆の直接的なきっかけで

あるかのごとくパンタグリュエルの作者はふるまい，「フ。ロローグ」では

「この本が二ヵ月間で出版社から売れた部数は，バイブルの九年間の販売

部数を上回っている」（1）旨強調した上で，ベストセラーを上回る出来と，

自作の宣伝に余念がない。

たしかに「パンタグリュエル」は，「本人が言うのだから本当だj とい

うパラドックスを逆手に取り，質量の量だけでも四倍と，先行作品を凌駕

している。巨人物語という枠組みが作品に与える制限を考慮すれば，量す

なわち質。「大年代記」の骨と皮の問に，脂肪なり筋肉なりがたっぷり付

いたことになる。小説といフ概念も，モノそのものも存在しない当時にあ

って，新たに加えられた肉付きが近代小説における描写と同質のはずもな

い。主人公の家系，誕生，成長，教育，武勲， と騎士道物語でお馴染みの

展開に全三十四章が費やされているが，第五章で大学生にまで成長したパ

ンタグリュエルが，本来なら中心的エピソードであるはずの戦闘場面によ
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うやく身を置くのが第二十五章で，あっという聞に勝負がついて，第三十

章以降は余談となる。

第一章において，主人公の家系が初代から始めて六十一代にわたるまで

羅列されるのは，小説に慣れた日には奇異で、も，当時の物語の文脈には辛

うじて納まる。次ぐ第二章で，パンタ（万物）がグリュエル（渇）する，

という主人公の命名のみに一章が割かれ，［三十六カ月と三週間と四日と

十三時間プラスアルファ J の凄まじい干ばつに，水を奪われた魚が「地面

をさまよい叫ぴ立てる j のも，最終的に叙述に回帰し得るコミカルな逸脱

といえよう。逸脱に次ぐ逸脱を，かろうじてナレーションの糸で繋ぎとめ

る努力が見られるのは五章までで，無事成人の主人公を見届けたとたん，

糸はぷつりと切れる。以後の二十章を支えるのは，物語らずに書くための

意志であり，方法論である。無為と遅延の美学と言い換えてもいい。果敢

な試みの大盤振る舞いは，可能性の宝庫としての処女作にふきわしいが，

早書きの印象を，後世に残す所以ともなった。

初版に二つの第九章が含まれることも，意図よりは手抜かりの感を与え

る。版を重ねるうち，第九章 bis は第十章から第十三章まで四章に細分化

されて落ち着くのだが，後述するように，最終的に第九章として残ったほ

うが，恐らくは推敵の過程で挿入されたと，本論では考えてみたい（2）。問

題の第九章で突如として物語に乱入するパニュルジュが，以後二十章を過

ぎるまで実質的な主人公を演じるのだが，物語のこの時点で，唐突なのは

彼の登場に限らない。

第五章でフランスの大学巡りを体験し，オルレアンにたどり着いたパン

タグリュエルが，当地でリモージュ出身の学生と出会った経緯が第六章で

ある。「君，こんな時間にどこから来たの」といった巨人の簡潔な質問に，

学生がラテン語崩れの「専門用語をゲロしてj 変態フランス語見本市の様

相を呈し，独立したエピソードを形成する。第七章でパリに来た主人公

は，到着早々舞台から身を引き，章の大部分は彼が通った図書館の，書籍

の題名の羅列に充てられている。神学や法学の専門書がグロテスクに歪め

られ，「神の救いはマラ不思議J，「六法こんもりブリーフ全集」と一三九
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冊が並べば，旧弊な学問への菰刺的意図は明らかとはいえ，直接物語へ吸

収しきれない単品の印象が強い。続く第八章では，第七章のアンチテーゼ

としてルネサンス的知のフログラムが開陳されるが，父カ

手紙という体裁が，またしても叙述と北離した枠の機能を果たしている。

次はいよいよ第九章，パニュルジュの登場であるが，誰何する巨人に自

らの空腹を訴えるにあたって，彼は三つの架空言語を含む計一三カ国語てい

答え，意志の疎通をあらん限り先送りにして章の主役を勤めるという点

で，先のリモージュ学生とはネ力、、とポジの関係が成立する。気の効かない

学生が早々に退場したのに対し，お調子者のパニュルジュのほうは「とて

つもなく j 巨人の気に入られ，戦争勃発により巨人の存在が前面に押し出

きれるまで，ずるずると作品の中心に居すわることになる。 トルコ人に串

焼きにされかけた経緯を語り（十四章），石ならぬ女性器を素材とするパ

リ城壁の改造計画をぶち上げ（十五章）， 日々のいたずらに精進し（一六，

十七章），ジェスチャーによる論争で高慢ちきなイギリス入学者を打ち負

かし（一八，一九，二O章），自分を振った奥方に派手な仕返しをして

（二一，二二章）見せる。祖国で戦争勃発との知らせを受けた巨人と旅立

った後も，フランスのー里が他国のそれより短い理由を得々と述べたり

（二三章），巨人の恋人から届いた暗号手紙の解読に精を出したり（二四

章）と，騒々しい活躍は続く。

パニュルジュ篇とも呼ぶべき作品のこの部分で，唯一異質なのは第十章

から第十三章，初版における第九章 bis に相当する。しかるべき学識を身

につけたパンタグリュエルが，二人の貴族の聞に起こった訴訟を見事解決

するというエピソードに，パニュルジュの影はまったく射きない。「父の

手紙，励ましが身にしみたJ というくだりから始まる第十章は，問題の手

紙（第八章）の直後に置かれて何の違和感もないだけに，第九章における

パニュルジュの出現は唐突の感を免れない。きらなる不思議は，登場人物

の容貌に言及すること稀なラプレーが，パニュルジュを唯一の例外とし

て，二回にわたって描写を試みていることである。まずは第九章，パリ郊

外をそぞろ歩きする主人公の前に現れたパニュルジュは「スタイル身のこ
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なしパッチリで，ボディラインもエレ力、ント，だが哀れを誘う傷だらけ，

着ている服もぼろぼろ」だが，パンタグリュエルは根拠もなく「シケた様

子は仮の姿j と断じ，「あの人相は，本来はリッチでノーブルな家系の出，

でも根が好奇心旺盛で、，冒険の場数を踏んで，あんな金欠のスカンピンに

なっちゃったJ 旨代弁する。そして「冒険j のひとつであるトルコ脱出

じ「好奇心J 丸出しの城壁建設案が彼のキャラクターを読者に得心させ

た後に，わざわざ「ノfニュルジュの素行と人柄についてj 論じる十六章が

控えているのである。悪漢小説の匂いが，冒頭のパラグラフから漂ってく

る。

くパニュルジュは並の背格好，チビでなくデカくなし鼻は鷲鼻気味でカ

ミソリの柄のかたち，当時は三十と五歳かその見当，金ぴかのメッキが剥

げるまでもないナマクラ万，なかなかスタイリッシュ，ただし少々スケ

べ，生来の持病というのが，その頃の呼び方で「金欠・貧血・カラッケ

ツj 症候群，それでもこの男，イザとなれば金をめつけてくるのだが，そ

の方策が六十と三つ，中で最もマットウかっ最も陳腐なやり方がこっそり

コソ泥ってんだから，悪漢，ペテン師，ヨッパライ，街がわが家の，パリ

じゃ名うてのカッパライ，それでも最高にイカす奴，いつでも警官や夜警

相手に何やら企んでいた。〉

あまりお近づきにはなりなくないが，距離を取って眺めれば「イカす

奴J。悪徳と魅力の混在するアンビウ、、アレントな人物像は，先行するこ章

ですでに具体化されてはいるが，彼が作品の成立に不可欠な人材と，作者

が改めて認知した瞬間が，この十六章冒頭かもしれない。巨人パンタグリ

ュエルはその揺藍期，乳母代わりの牝午の脚をつかんで腹に食いついた

り，悪戯をしかけてきた熊をずたずたにして，これまたぺロリと平らげた

りと，特権的な身体を縦横無尽に用いて，朗らかな暴力でテクスト空間を

満たしていた。その後も巨人性への言及はたびたび見られるものの，第八

章の父の手紙により「知の深淵」たることを運命付けられてしまうと，主
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人公に残された道はただひとつ，人文主義の理想、を体現する賢人王めざし

ての精進である。つまずくことを許きれないヒーローが光とすれば，これ

に影が添わねば，作品はひとつの現実として形を成すに至らない。

第八章で「光あれj と叫んだ作者がエラスムスならば，第九章以下は純

然たる教育論と化したかもしれない。ラプレーは「光あれJ の直後に「影

あれj と命じてパニュルジュを招じ入れた（3）。主人公の右腕となって活躍

する風来坊には明らかなモデルが存在するにせよ門主人公を差し置いて

の傍若無人の振る舞いに十章近くが割かれているのはラプレーの独創であ

る。これは推測の域を出ないが，筆が進むにつれ陰影を増していく人物に

作者自ら圧倒され，パニュルジュにより強烈なデビューを飾らせようと，

第八章から第十章への自然な繋がりを断ち切って登場場面を書き加えたと

すれば，ラプレーの物語性に対する天性の勘を証明することになるだろ

う。また第七章の滑稽図書館と第八章の父の手紙を，学問のあり方を巡る

ネガとポジと見れば，前後する第六章のリモージュ学生と第九章のパニュ

ルジュが同じ言語遊戯を演じることで，作品のこの部分がシンメトリーを

成す。

シンメトリーは部分に止まらない。「パンタグリュエル」が他の多くの

ルネサンス作品同様，直線的な叙述によらず「同心円的包摂J (A. B. C. 

D.E.D'C' B’ A’）で構成きれていることは既に指摘きれているが（5），中心

たるべき E の位置に関しては意見が分かれる。

ギー・ドウメルソンは，第十五章で言葉の城壁を築いたパニュルジュ

が，「愉快な奴」として，初めてパンタグリュエルの家来に迎えられる点

に注目する。作品の中心に一見無意味なエピソードを配置することで，

「愉快な」言説が市民的ユマニズムを奉じる巨人の王国で重要な役割を果

たしていると，読者は気づくのである。

フランソワ・リゴロによれば，第十七章こそ文字通りの中心、て、、ある（6)

1542年の決定版て、、lま，プロローグおよび前半の十六の章と，後半十六章お

よび結語の三つのグループに，この章は挟まれている。ダンテの「神曲」

もまた，作品の中心に位置する「煉獄篇」の，ちょうど真ん中が第十七歌
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にあたる。「パンタグリュエル」ではプロローグ以来影を潜めていたナレ

ーターが，第十七章で突然復帰してパニュルジュにインタビューを試みる

という趣向は，「煉獄篇j の夕、、ンテ（ナレーター）とウェルギリウスの関

係に酷似しており，偶然の一致以上の関係を想定することが可能で、ある。

ところで第十七章は，第十六章と共に初版の第十二章を形成していた。

初版では，パニュルジュの多様な悪戯が際限のない羅列の様相を呈し，読

者が目肢を覚えるあたりで頃合いもよく「私」が出現し，三人称から対話

への変換がテクストを単調きから救っている。 1534年のフランソワ・ジュ

スト版以降，「私」以下が切り離きれて第十七章となるのだが，この作業

で第十七章が近代的な意味での独立したエピソードたり得た一方で、，第十

六章はメリハリを失い，等価の悪戯を数珠つなぎにした念仏と化した。

「ある時は…またある時は…J，「然而…然而…」と列挙していくやり方は，

同ーの接頭語を繰り返しながら不可思議な例の列挙に終始する驚異謂や通

俗博物誌（7）への先祖返りとも見える。敢えて訳出したのは，小説を体験し

た目には単調と映じかねない足踏み状態にこそ，部分を全体に通底させる

秘密が隠されており，活き活きした語り口により卓越した細部たり得てい

る第十五章や第十七章よりは「へそ」の可能性が高いのではないか，との

下心による。論より証拠は，以下のとおり。

くある時は，結構なゴロツキを三，四人集め，宵にウワバミのようにたら

ふく飲ませ，それからサント・ジュヌウ、、イエーブ山手教会の下手やナヴア

ール学寮の側に連れていき，夜警が登ってくるころになると，パニュルジ

ュは舗道に剣を立て耳を寄せて気配を察知，剣が反響でふるえれば，連中

が近くに来た確かなしるし，さてそこで，仲間と砂利運びの車を持ち出

し，えいとばかりに揺さぶりをかけ，これを坂下めがけて力の限りに押し

出した， と，哀れ夜警の連中は，全員がトンころりと地べたに転がっちま

う，そこでパニュルジュたちはあらぬ方へ雲隠れ，というのも来て早々

に，彼はパリの道という道，路地，抜け道を，「ごちそうきま」のお祈り

並に熟知していたのである。
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またある時は，どこぞのおあつらえ向きの広場が，例の夜警の通り道と

あって，そこに火薬の粉を筋にヲ｜いておき，彼らが通りかかると点火し

て，あとはゆっくりお楽しみ，連中が逃げだす際のてんやわんやを見物す

るのだが，彼らときたら，脚を聖アントワーヌ熱にやられたと思い込んで

跳ねるのだ。

きても気の毒なのは文芸学部の教授連，パニュルジュは他の誰にもまし

てひどい目にあわせたものだが，道を先生方のひとりが通りかかろうもの

なら，悪戯せずにはおかなんだ，ある時は帽子の縁からウンコを入れ，ま

たある時はキツネのちっちゃな尾っぽやウサギの耳を背中にくっつけた

り，何やかや，しでかすのだった。ある日，先生方に招集がかかり，フュ

ール通りに集まったときのこと，パニュルジュはブルボン風タルトをこさ

えたのだが，材料は山盛りのニンニクと，ゲロゲロゴムと，メチャクサ樹

脂と，スカンク・エキスと，ほかほかウンコ，コネコネしたのを性病漬傷

性膿蕩の血膿にひたして，朝まだきに舗道の隅から隅までこれをぬたく

り，なすくりしたものだから，悪魔でさえ鼻をつまむというありさま。そ

こで教授のお歴々は衆人監視の中で鯨の潮吹きならぬゲロを吐き，そのう

ち十人か十二人はペストで死亡，十四人はライ病になり，十八人は痛風

で，二十と七人以上が梅毒にかかったが，パニュルジュの知ったこっちゃ

なかった。

彼はつねづね答を服の下にたずさえており，主人に酒を届ける途中のお

小姓と見ると容赦なく打ちすえ，いっそう道を急がせるのだ‘った。

彼はショートコートに二十と六以上ものポケットやミニポケットをつけ

ていて，これがいつでも満杯，そのうちのひとつには小さな鉛のサイコロ

と，小刀が一本，皮革職人の錐みたいに尖らせてあり，巾着を切るのに用

いた。別のポケットには酢を入れて，通りがかりの人に日くらましをかけ

た。別のポケットにはヤエムグラのイガイガ玉，これにカ守チョウのひなや

キンヌキ鶏のちっちゃな羽根をつけて，ハイソな連中の帽子や服をねらっ

て投げつけた。えてしてこの玉が帽子の立派な角となり，角生え寝取られ

亭主のかっこうで街中歩くどころか，一生そのままのこともあった。
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女性にも後ろから頭巾めがけて投げ，玉の連なりをポコチンのかたちに

仕上げることもあった。

別のポケットにはラッパ形の小袋がいっぱい，中身はノミやシラミがう

じゃうじゃ，聖イノサン墓地のホームレスから拝借したもので，虫をビッ

と飛ばすにはステキな細身の葦や羽根ぺンを用い，その場でいちばん可愛

い子ブリッコの襟元に，主に教会でねらいをつけた。というのもミサや夕

べのお祈りによらずお説教によらず，彼は教会奥の男性席には決して座ら

ず，いつでも入口近くの女性たちの間を定席にしていたのである。

別のポケットは釣り針や鈎でばんばん，同席の男と女がひっついている

と，よくこれで二人をつなぎ合わせたものだが， とりわけ薄いタフタ地の

ドレスを着ている女が狙い目で，その場を去ろうというときに，服がずた

ずたになるのだった。

別のポケットには点火セット一式，火口，焚き付け，火打ち石，その他

必要な道具が揃っていた。

別のポケットには凹面鏡が二つ三つ，時にはこれの反射で男といわず女

といわずアチチのチと騒がせて，教会で面目丸潰れにしたものだ。彼の言

うことに，「教会のいんちき乱闘女」と「業界のらんちき淫蕩女」とは，

たった一字違いなのであった。

別のポケットには針と糸のストックがどっきり，これでこまごました悪

さをゴマンとやってのけた。

いつだったか，高等法院出口の大ホールで，フランシスコ会修道士が司

法官の先生方相手にミサをあげたときに，パニュルジュは着替え，身支度

のお手伝いをしたのだが，司祭に着せかけながら，上っぱりの祭服を法衣

と下着に縫いつけておき，やがて先生方が到来しミサを受けるべく着席し

たところで身を隠した。ところが「ミサ終了，解散J のところまで来て，

哀れ坊さんが祭服を脱ごうというときに，法衣と下着も一緒にたくし上が

ったのは，ぜんぶしっかり縫い合わせてあったからだが，こうして肩のあ

たりまでめくれたために，彼の珍宝を衆目にさらしたが，モノは小さいと

はいいかねた。さても坊さん，ますますヲ｜っ張って，よけいに肌をきらす

(104) 



こととなり，ついには司法官の一人が言うことに，「まったしこちらの

尊師は私どもに寄進させておいて，自分のお尻にキスしろとでも？ 熱病

のバイキンにでもキスしてもらうがいいやj。

この一件以来，おかわいそフな神父様方に命が下り，もはや人前で服を

脱ぐな，着替えは控えの間でしろ，ことにご婦人方の前はダメ，彼女らが

罪な気持ちを起こすきっかけになるから， というのだった。

その折，世人は尋ねたものだ。「なぜ坊さんたちのタマキンはぶらりと

長いんでしょうか？ J。例のパニュルジュは問題を快刀乱麻，こう言った。

「なぜにラパの耳がかくもデカいかといえば，それは母ラバが決してチビ

の頭に紐付きキャップをかぶせなかったからだと，デ・アリアコ先生も

『代示論集』で説かれておりやす。同様の理由で，おそれ多い神父様方の

タマキンがああなのは，あの方たちがまったくパンツをおはきにならない

からで，困りモノは気侭にぴろんと伸び放題，膝の上まで来てぶーらぶ

ら，ちょうど女の人が腰につけるロザリオみたいに揺れるわけ。でもなん

で長き相応に太いかというと，それはですね，ぶらぶらの揺れで体液が例

のモノまで下りてくるんですな。なぜなら法学者によると，恒常的な振動

および動揺は延引の原因でありますからして」。

然而，彼は別のポケットいっぱいにクスグリハンノキを入れておき，中

でもお高くとまった女と見ると，背中に投げこんで，たまらず人前で服を

脱ぐ者あり，あるいは跳んだり跳ねたりて1 炭火の上でアチチの鶏か太鼓

を連打するバチみたいになった。また往来を駆けだす者もあって，すると

彼は後を追い，相手が服でも脱ぎだそうものなら，背中に自分のマントを

かけてやり，ご親切なジェントルマンを気取るのだった。

然市，別のポケットには廃油がつまった小瓶を入れておき，めかしこん

だ男や女がいると，いちばん日につく箇所ぜんぶに油をかけてダメにする

のだが，服を触るふりして，こう言うのだ。「こりゃ結構な生地ざんすね，

いいサテン，いいタフタですこと。奥きま，ノーブルなお心のお望みのま

まになりますよう。おや色男，一着新調しましたね。どうぞご機嫌うるわ

しゅう j。話しながら襟元に手を置し同時にしつこい染みがバッチリつ
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いてしまい，身も心もずたずた評判がた落ち，悪魔も消せない汚点となっ

たが，あげくの捨てぜりふが，「奥きん，落っこちないよう，気をつけて。

お体の前のほうにデカくてノ〈バちい穴が聞いてますぜj。

また別のポケットは頼粒状にしたクシャミン樹脂でふくらんでおり，そ

こに凝ったっくりのステキなハンカチを入れていたが，これは法院近くの

リネンショップのべつぴんさんの胸元からシラミ取りつつくすねた品，そ

もそもシラミは彼が仕込んでおいたものであった。そして良家のご婦人方

と一緒の折など，彼はランジエリー小物に話を持っていき，相手の胸元に

手を添えて尋ねるのだ，「この細工はフランドル製，それともエノー

製？」。それからハンカチ引っ張りだして，「ほうら，これもなかなかの品

でしょう。セックスフォードかブアッキンカ、、ムの製品ですよ」なんちゃっ

て，連中の鼻先でパタパタはたくものだから，みなさん四時間ぶっ続けで

クシャミすることになった。彼はその尻馬に乗って軍馬きながら庇をこい

たので，女たちが笑って言うことに，「いやーんノfニュルジュきんたら，

オナラ？」。

「違いますともさ J と彼，「奥さんがお鼻で鳴らしてるメロディーの伴奏を

してるんですよ J

また別のポケットには，ペンチにペリカンやっとこ，鈎，その他の道具

類，これでこじ開けられないドアも金庫もないときたもんだ。

別のポケットは小さなカップでいっぱい，彼はこれで実に巧みに曲芸を

した， というのも彼の指はハンドメードの特注品，器用なことは左甚五郎

かミネルヴァか。かつては大道で芸してカボマの脂を売っていたこともあ

る。

てい，彼がテストン銀貨や何か他の硬貨を両替する段になると，両替商が

鼠小僧も真っ青の曲者でもない限り，パニュルジュは毎回小銭をば数枚ち

ょろまかすに事欠いて，公衆の面前で堂々と，これ見よがしの早業に，傷

もケチもつくもんじゃなく，両替商のほうは一陣の風に目をぱちくりする

ばかりだっ fこ O >
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最後まで付き合わされた読者も，まきに「目をぱちくり j。出だしも盛

り上がりも結末もなく，末尾を冒頭につなぎ合わせれば永劫回帰の自動装

置が出来上がる。パニュルジュのポケットはドラえもんのそれと同じく無

限を内に秘めて，奇怪な虫や植物や道具を万国旗のように吐き出し続け，

彼の指きぱきは光速を超え視線を免れることで，却って不動の印象を与え

る。同時偏在するパニュルジュは，一人にして全員のエプリマンであり，

高価なドレスと見ればずたずたに裂き，権力側の人間をスカトロ・下ネタ

でなぎ倒していく無差別攻撃の鮮やかさは，破壊の向こうに再生を，閣の

彼方に光を感じさせて，後味に厭味はない。「パンタグリュエルJ 全体の

光源が主人公の巨人とすれば，ここ十六章において，影としてのパニュル

ジュは名前通りの万能ぶりを発揮し（πανOUργO ＜；； 二狭い，巧み，何でもご

ざれ），彼の凹面鏡には物語のみならず世界の全体が縮図として納まって

いる。この悪夢と笑いのミクロコスモスを「へそJ と見れば，作品の丈が

いっそう伸びて見えるのは気のせいか，それともラプレー先生一流の手品

fごろっか。
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